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　――ご就任おめでとうございます。まずは、
抱負をお聞かせください。　　
　升家　コロナ禍で感じたのは、本質を問われ
ているということと、変化のスピードが加速し
ているということです。テレビの本質は何か、
我々は何者なのか？　と自ら問い続ける必要が
あります。変化が加速している中で、テレビと
は何者なのかと問うことで、先回りして変化に
対応していきたいと考えています。

喜怒哀楽をどう伝えるか

　もう少し言うと、基本は人間の喜怒哀楽。こ
れはいかなる時代も変わりません。この変わら
ない人間の感性をどう捉えて、どう伝えていく
か。その課題が露わになってきたと思います。
　メディアは紙から放送、インターネット、そ
して放送とネットの融合、と変化してきました。
放送ではネットを活用して、「TVer」というサ
イトで見逃した番組の配信も行っています。動
画という点では、YouTube などによって、テ
レビとネットの境目も曖昧になってきました。
ラジオは「radiko」というインターネット配信
で放送とネットの両輪化が進んでいます。テレ
ビは当然、地上波が中心ですが、役割や機能を

見極めていかないと多様化の大きな波にのまれ
てしまいます。テレビビジネスは国からの免許
で守られているといっても、その存立基盤はか
つてほど盤石ではなくなったのです。当地区の
場合、民放５局が視聴者を競争で取り合ってき
ました。例えて言うと、これまでは競技場の中
で５人の走者が抜きつ抜かれつしてきたのが、
競技場を出てマラソンどころか鉄人レースにな
るかもしれない時代になったのです。いつまで
たっても競技場で走り続けていては、のみ込ま
れてしまいます。
　ただ大前提としては免許事業ですから、地域
貢献、民主主義、社会に役立つといった目的は
変わりません。でもビジネスのスキームは変え
ていく必要があります。手段を変えていかない
と、目的すら完遂できなくなります。
　――前職は CBC ラジオの社長でした。テレ
ビとラジオの違いについては？
　升家　ラジオとテレビのビジネスモデルは
違ってきています。テレビは視聴率を取ること
によって番組の間のCMスペースを売るという
モデルで、広告の届く数（リーチ）が多ければ
スポンサーからお金がもらえるというスペース
ビジネスです。ラジオは、メディアの多様化の
波で売上高は最盛期の半分近くになってきまし

たが、私はラジオ時代に「メーカーになろう」
と言いました。リスナーにとっても、スポンサー
にとっても、良いコンテンツを届ける、つまり
「コンテンツの商品化」です。例えば「終活」。
相続・医療・介護・葬儀などリスナーが知りた
いことがあり、それに関連する弁護士、司法書
士、医師、葬儀業などスポンサーも想定されま
す。ある分野のセグメントされたコンテンツを
制作し、そこに CMを付けるということです。
その際に重要なのは、誰が話すかということで
す。パーソナリティーは文字通り、話す人の力
が問われます。何を話すか、誰がしゃべるか、
にリスナーは反応します。これはテレビも目指
すべき一つの方向だと思っています。

人気の「ゴゴスマ」
いま何を伝えるかに腐心

　――中部地区では貴局を始め他局も地元報道
番組を制作しています。他局との差別化につい
ては？
　升家　月曜から金曜のベルトで、昼の番組「ゴ
ゴスマ」（午後１時 55分～）から「チャント！」
（同 3時 49 分～ 7時）までの計 5時間を制作
している局は当社以外在名局ではありません。

「ゴゴスマ」は 2013 年 4月にスタートしてか
ら、徐々に放送エリアを広げ、2015 年には関
東地区でも放送を開始し、現在では全国 29都
道県、人口で言うと約 8700 万人のエリアで視
聴されています。これだけのエリアで、これだ
けの時間、放送することは、当地区の放送局で
は初めてのことです。毎日名古屋のスタジオか
ら放送していますが、東京を意識する作り方に
なってスタッフは苦労しました。地上波はやは
り生に強いですが、視聴者が何を知りたいか、
どういう切り口で伝えるかという点で、企画や
伝え方などに関して、現場は試行錯誤し、工夫
してきました。キー局の TBS などの協力も得
ながら、世の中の動きと本質をどうとらえるか、
日々の積み重ねの中で磨かれてきて、石井アナ
らも上手く汲み取っています。現場に敬意を表
したいと思います。
　そして 2019 年 4 月からは「ゴゴスマ」に
続く番組として、「チャント！」も立ち上げま
した。こちらは、徹底的に地元に伝える番組と
して、「ゴゴスマ」とも差別化を図りつつ、一
体化による効率化も進めており、毎日、現場は
大変ですが、挑戦し続けています。
　他局との差別化については、一つは先ほども
言いましたが、誰が伝えるかということは大き
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い要素だと思います。キャスター、ラジオで言
うパーソナリティーです。もう一つは切り口。
報道記者・ディレクターの範ちゅうにもなりま
すが、伝える際に、「違う角度から見てみようか」
「あっ、そういう紹介の仕方があるんだ」とい
うことは常に考えます。CBC のアナウンサー
はラジオとテレビの両方で経験を積みます。陸
上で言えば、ラジオは長距離で持続性や人間性
が問われ、テレビは短距離で瞬発力、反射神経
が必要とされます。双方を経験できるのは名古
屋地区では CBC だけなので、大きな強みです。
　――マスコミのコロナ禍報道については、素
朴な質問、追及姿勢に欠けていたのでは、とい
う声もあります。
　升家　政治的公平・多角的論点の確保が放送
法で定められていますので、その姿勢で伝える
ことが基本です。それが放送の持つ信頼感につ

ながっています。今まで培ったものをちゃんと
持ち続けているかということを問われたのだと
思います。

共有感が地上波の強み

　――ネット広告がテレビ広告を追い抜きまし
た。テレビ局の方向性は？
　升家　ネットはツールと考えています。放送
はそれを情報収集の手段や、コンテンツの発信
ツールとして活用していきます。ネット広告の
売上がテレビ広告を抜いたのは、ネットは消費
者の属性データが出やすい、出してくるのでリ
ターンも分かりやすいからだとも言われます。
そういう「見える化」はテレビにも必要となっ
てきます。でも基本、スポンサーが求めている
のは費用対効果です。例えば、ネットを見て

買ったといっても、それを選ぶ前段階で、実は
テレビ広告で知っていた、ということがありま
す。膨大なウェブ空間の中から物を選ぶことは
簡単ではありません。まず多くの人に知らせる
メディアとしてテレビにかなうものはないと思
います。その圧倒的なリーチを含め、テレビと
して費用対効果の「見える化」を検討・模索し
ているところです。
　――コロナ禍をきっかけにテレビ局の在り方
や役割が変わりますか？
　升家　情報番組の差別化に戻りますが、テレ
ビは生放送が最大の強みで、皆が見ているとい
う共有感が大切です。コロナ情報を連日流して
いる中で学んだのですが、ラジオには毎日メー
ルが来ます。自粛の時は商売の人、農家、子ど
もが休校中のお母さん、テレワークしているお
父さん。人々がその時その時どう感じているか
が伝わり、リスナーから学ばせてもらいました。
ラジオは双方向なのです。テレビもピックアッ
プの仕方はありますが、視聴者に寄り添い、素
早く反応することが、これからの方向性の一つ
だと思います。

ハードな報道分野も元気な局員

　象徴的なことがあって、「チャント！」に「きょ
うママになりました」という生まれたばかりの
赤ちゃんとママを紹介する人気コーナーがあり
ますが、コロナ禍でカメラマンが撮影に行けな
くなりました。そのため、パパにカメラを渡し
て撮影してもらったのですが、その方がママの
表情が断然いい。素直に喜んでいて、パパも喜
んでいるんです。これはコロナ前では気づきま
せんでした。視聴者に参加してもらうことで、
周辺の人や我々との交流も生まれていきます。
上から目線ではなく、共有感こそが地上波の強
み、と感じています。
　一方で、地域貢献、民主主義、社会に役立つ
といった本来の目的は大切で、社会の問題点を

含め報道ジャーナリズムとして斬り込んでお
り、昨年でもドキュメンタリーで文化庁芸術祭
の優秀賞や民放系列のスクープ賞などを多く受
賞しました。ちゃんと報道することが信頼感に
つながります。ですから取材はハードですが、
若い局員も元気よく取り組んでいます。
　気を付けるべきは、送り手目線の論理だけ
で伝えるな、ということです。エリア人口の
１０％としても、テレビ画面の向こうには約
１００万人の視聴者がいて、それだけの人に伝
える怖さを忘れがちなので、その責任を間違う
な、と自戒を込めて言っています。制作を進め
ていくと、独善的にもなりかねないので、分か
らなくなったら視聴者目線に戻れ、これも社内
で言い続けていくつもりです。
　――貴重なお話をありがとうございました。
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